
第7回みやぎ民話の学校へのおさそい

2011.3.ll.大地震 大津波を語 り継 ぐために

主催 みやぎ民藷の倉

後援 南三位町 ･南三陸町教育各員食 ･宮城県 .宮城県教育委員会

と き 2011年8月21日 (日)～22日 (月)

ところ 南三陸町 ホテル 観 洋

986-0766宮城県本吉那南三陸町熟崎99-17
TEL0226-46-2442

参 加 費 宿泊 15,000円 卜泊3食の代金で2日目の昼食代を含みます)

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆みやぎ民話の学校日程◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
1日目◆8月21日 (臼)

*専用バスで仙台駅から南三陸町に向かい､津波被害の大きかっ蛸 動"地区を経て会場′ヽ
受付 12:30-13:30
開校式 13:30-14:00
黙祷

開校の挨拶 第7回みやぎ民藷の学枚を開くにあたって

みやぎ民話の会顧笥小野 和子

第1部基調講演 ｢津波と藷 り｣ 14:00-15:00
講師 リアス･アーク美術鵬 雌長 川島 秀一 丸

第2部 ｢津波を藷る｣
｢キ碇げひとつで避難Lて｣

｢孫のひと官で二階へ｣

｢手を希って妾は-･｣

｢家も田圃も畑も海水に｣

｢津波に追いかけられて裏山へ｣

｢来ないはずのところへ津波が｣

夕食 ･懇親会

語りっこの時間

休 憩 ･--･
15:15-18:00
相馬那新地町

亘理郡山元町

名取市閑上

塩釜市寒風沢島

本吉郡南三陸町本吉郡南三陸町

小野 トメヨさん (大正13年生)

庄司 アイさん (昭和9年生)

鈴木 尊雄さん (大正15.年封

土見 寿郎さん (大正14年生)

高橋 武子さん (昭和13年生)

仲松 敏子さん (昭和17年生)

19:00--20:30
21:00-

地元の皆さんと参加された皆さんとで民話を語りあいましょう｡

2日目◆8月22日 (局)
朝食 7:00-8:00
避難所での民話語り 9:00′-11:00

閉校式

ホテル額洋に避難された方と交流し､みんなで民話を語りましょう0

11:00-.ll:30

*終了後ホテルで昼食の後､専用バスにて13:00に出発､津波被害のあった南三陸町戸
倉地区などを経て仙台駅へ

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆参加申し込みについて◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

ホテル観洋は被災された方々の避難所にもなっています｡

現在､給水車による水の利用ですが7月中旬には水道復旧の予定やh

申 込 方 法 同封の ｢払込取扱票｣､もしくさま郵便局の ｢払込取扱票｣に下記口座番号と加入者名と参加

人数に応じた参加費の合計金額を記入し､所定の金額を郵便局で払い込んで下さい｡

口座番号 02270-3-41497 加入書名 みやぎ民藷の学枚
*宿泊の部屋割についてはこちらで決めさせていただきます｡なお､ご希望がある勢合は､

その旨を ｢通信欄｣にご記入下さV,o

【お願い】 2日目の避難所での民話蘇りの時間に､ぜひご参加くださいo語ってもいいと

いう方は ｢通倫簡｣にご記入下さい.お願いいたします｡

申 込 締 切 7月31日

*応募者が定員に達した時点で締め切らせていただきますので､お早めにお申し込み下さい｡

定 員 120名
受 付 通 知 払込通知を受け取りましたら折り返し受領証を兼ねた参加証のハガキをお送りしますので､

当日持参し受付にてお示し下さい｡

参 加 取 消 分かり次第ご連絡下さし㌔手数料を差し引いた金額を返却いたします｡なお､8月15日
以降の取り消しの蕩合は､参加日の返却は出来ませんのでご了承下さし㌔

問 合 せ 先 ｢みやぎ民話の学校｣に関するお問い合わせは､下記までお顔いいたします｡

長須賀 直子 TELO22-392-7018
河井 隆博 TaO90-9423-3919

El佃 nishiki-Sunrise@st.cat･vne.jp

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ホテル観洋までの交通の御案内◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

【お願い】仙台から会場までは専用バスをこ謀り用下さいO

専 用 バ ス 仙台市内から南三陸町までのJRおよび路線バスは現在不通です｡

会場であるホテル観洋-の仙台市内からの交通手段は､ホテルが用意した専用バスをご利用

いただくことになります｡往復1,000円を別途徴収いたします｡
*新幹線中央改札口にみやぎ民話の会のスタッフが待機しており､バス乗車-の案内をいた

します｡中央札口から仙台駅東口のバス停までの移動には10分余りかかります｡
*所要時間は約2時間ほどかかります｡途中にトイレ休憩をもうけ､行きは津波被災地の南
三陸噛 り地区を廻ってホテ/h 向かい､帰りは同戸倉地区を経て仙台駅に戻りますム

*専用バスは宿泊の方のみのご利用になります｡

*岬 華嘩 各線埠蜂時ダイヤで挙行し

てV_'ます甲で､今後ダイヤ_の変更が考えられますもそれぞれ列車甲時刻をご確認聖うえ_､弁

当購入などの時間の余裕を見込んで､遅れないようにお出かけ下さし㌔

*1
自 家 用 車 三陸自動車道の桃生津山ICを下り､ 国道45号線を東進して約20分です｡
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基調講演講師 川島 秀一氏 プロフィール

宮城県気仙沼市に生れる｡法政大学社会学部卒業｡東北大学付属図書館､気仙沼市市史

編集室､気仙沼図書館を経て､現在､リアス･アーク美術館副館長｡日本口承文芸学会理事､

遠野物語研究所客員研究員などを務める｡主な著書として､『ザシキワラシの見えるとき-東北

の神霊と語り-』(三弥井書店1999)『漁静伝承』(法政大学出版局2003)『憩喪の民俗』(三弥

井書店 2003)『カツオ漁』(法政大学出版局2005)『追込漁』(法政大学出版局2008)など｡
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｢津波を語る｣みなさんのご紹介

福島県相馬郡新地町にて津波に襲われ､家を失う｡

亘理郡山元町にて津波に遭い漂流し､家を失う｡

名取市閑上にて津波に襲われ､妻と家を失う｡

塩奄市寒風沢島にて津波に襲われ､家と田畑を失う.

本吉郡南三陸町にて津波に襲われ､家を失う｡

本吉郡南三陸町にて津波に襲われ､一階部分冠水するo

小野 トメヨさん

庄司 アイさん

鈴木 貴報 さん

土見 寿郎さん

高鳴 武子さん

仲松 敏子さん




